
 

 

 

 

                                                  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ京都中央 令和 ３年 6月 22日 No.５54 作成者 上田由里子 

 

による 
ヤガ類被害防除技術のご紹介 

オオタバコガなどのヤガ類の幼虫は、ナスやネギなど、夏から

秋にかけて多くの農産物に被害を及ぼすことで知られています。 

ヤガ類の成虫が、農作物の葉に卵を産み、孵化した幼虫は農作

物の果実を食害します。 

品質低下の大きな要因にもなるヤガ類は、近年の温暖化等によ

り、以前より早い６月頃から被害が見られ、終齢期の幼虫になる

と、薬剤の効果が鈍くなることもあるため防除が難しくなってい

ます。物理的な防除と併用することにより、防除効果を高めるこ

とができます。 

黄色ＬＥＤライトは、従来の黄色蛍光灯と同様、夜間にライト

を圃場に向け照らし、夜に活動するヤガ類に昼間だと勘違いさせ

ることで、農作物に寄り付かなくなり（忌避効果）、圃場内での

繁殖行動を抑える効果が期待できる資材です。 

ヤガ類によるナスの食害の様子 

2018 年に、京都乙訓農業改良普及センターとＪＡが乙訓地域のナス栽

培圃場に、黄色ＬＥＤライトを設置し調査した結果、対照区と比べ、ヤガ

類の一種オオタバコガの被害を大きく抑える結果となりました。 

 ＬＥＤのため消費電力が少なく、12Ｖのバッテリーで点灯させることが

できます。また、ソーラーパネルでバッテリーを充電しながら使用するこ

とができるので、設置圃場を選びません（交流電源のある圃場でも設置で

きます）。導入経費・光熱費が従来の黄色蛍光灯に比べ、約４０％抑えるこ

とができるなど、良い結果があげられました。 

黄色ＬＥＤライト

照度調査の様子 

黄色ＬＥＤライト 

 
黄色ＬＥＤライト

設置圃場の様子 

京おくら出荷開始！ 
 ２０２１年産「京おくら」の出荷がはじまりま

した！ 

 今年は、生産者１８名、栽培面積５０ａで取り

組みます。 

 例年になく早い梅雨入りなど、栽培環境は厳し

いですが、関係機関と協力し安定生産・出荷がで

きるよう生産者の皆様をしっかりとサポートし

ていきたいと思います。 順調に生育（６/16 撮影） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


